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　京都大学の初代総長木下廣次は、履修科目の
選択肢を広げるなど、学生の自主性を尊重した
教育方針を採用したことで知られている。京都
大学創立後最初の入学宣誓式において、木下は
「大学学生に在りては自重自敬を旨とし以て自立
独立を期せざるべからず」と述べている。

■ 研究
1. 京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研究活動により、世界的に卓越した知の創造を行う。
2. 京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科系と理科系の研究の多様な発展と統合をはかる。

■ 教育
3. 京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話を根幹として自学自習を促し、卓越した知の継承と創造的
精神の涵養につとめる。

4. 京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、 地球社会の調和ある共存に寄与する、優れた研究者と高度の専門
能力をもつ人材を育成する。

■ 社会との関係
5. 京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会との連携を強めるとともに、自由と調和に基づく知を社会に
伝える。

6. 京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、地球社会の調和ある共存に貢献する。

■ 運営
7. 京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組織の自治を尊重するとともに、全学的な調和をめざす。
8. 京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うとともに、社会的な説明責任に応える。

京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発展させつつ、多元的な課題の解決に挑戦し、地球
社会の調和ある共存に貢献するため、自由と調和を基礎に、ここに基本理念を定める。

京都大学の基本理念

01

目次・基本理念 ／ KYOTO UNIVERSITY OVERVIEW2020

目次・基本理念


